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「
常
陸
太
田
市
震
災
復
旧
・
復
興
計
画
」を
策
定

震
災
で
発
生
し
た
数
多

く
の
課
題

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
。
本
市
で
も
最
大
震
度
６

弱
を
記
録
し
、
震
災
後
２
３
０
０

人
を
超
え
る
被
災
者
が
避
難
所
に

泊
り
込
み
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

電
気
、
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
も
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
性
物
質
飛
散
拡
大
に
よ

り
、
土
壌
等
へ
の
飛
散
、
農
作
物
・

原
乳
・
お
茶
等
の
出
荷
停
止
や
風

評
被
害
等
が
発
生
。
農
林
畜
産
業
、

商
工
業
、
観
光
交
流
業
等
へ
の
被

害
拡
大
、
教
育
施
設
や
学
校
現
場

等
へ
の
影
響
な
ど
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
そ
の
収
束
時
期
は
未

だ
に
先
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

震
災
発
生
か
ら
８
カ
月
を
経
過

し
た
現
在
も
な
お
、
被
災
し
た
市

民
生
活
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の

応
急
対
策
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
・

上
下
水
道
の
復
旧
、
学
校
教
育
施

設
や
公
共
施
設
等
の
復
旧
な
ど
、

緊
急
に
処
理
す
べ
き
課
題
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
目
指
し
て

こ
れ
ら
の
課
題
を
総
合
的
か
つ

効
率
的
に
処
理
し
な
が
ら
、
そ
れ

と
並
行
し
て
本
格
的
な
復
興
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
市
民
の
中
に
は
、
精
神
的
、

肉
体
的
、
経
済
的
に
大
き
な
被
害

を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
市
民

が
再
建
へ
の
意
欲
を
持
ち
、
新
し

い
生
活
を
切
り
開
い
て
い
け
る
よ

う
な
支
援
が
必
要
で
す
。

震
災
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

単
な
る
被
害
の
復
旧
だ
け
で
は
な

く
、
本
市
が
震
災
の
前
に
も
増
し

て
活
力
に
あ
ふ
れ
、
安
心
で
安
全

な
ま
ち
と
し
て
発
展
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
市
は
、
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
目
標
や
再
生
に
向
け
た

方
向
・
施
策
な
ど
を
市
民
に
分
か

り
や
す
く
示
し
、
市
民
・
団
体
・

企
業
等
と
協
働
で
復
旧
・
復
興
を

進
め
、
一
日
も
早
い
市
民
生
活
・

産
業
・
地
域
の
再
生
と
再
建
を
目

指
す
た
め
、「
常
陸
太
田
市
震
災

復
旧
・
復
興
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

計
画
の
期
間

特
集
２    

元
気
を
出
し
て
一
歩
ず
つ
前
へ
！

本
計
画
の
期
間
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
25
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

復旧・復興計画
復復旧期旧期

復興・再生期復興・再生期

問
災
害
復
興
対
策
本
部
（
事
務
局  

政
策
推
進
室  

内
線
３
４
７
）

○復旧期（Ｈ 23・24年中）
　　… 震災から 1年間半
　 主に、生活や産業の再開に不可欠なインフ
ラの復旧、住宅や都市基盤の再建・整備に

加え、復興・発展に向けた取り組みを積極

的に進めていきます。

○復興・再生期（Ｈ 23～ 25年度）
　　… 震災から概ね 3年間
　 復旧したインフラと市民の力を基に、震災
前にも増して、今と将来にわたる市民生活

の安定と元気を取り戻し、本市の発展に向

け、地域の活力を高めていきます。

＊ 本計画に掲げる施策および期間を超える取り組みについては、現在策定
中の「第 5次市総合計画後期基本計画」に引き継いでいきます。
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基
本
目
標
と
主
な
具
体
的
施
策

特集2　元気を出して一歩ずつ前へ！ 

３
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

「常陸太田市震災復旧・復興計画」は、本庁および各支所、市ホームページで閲覧することができます。

【
目
標
１
】
市
民
生
活
を
再
生
す
る

　

 

①
住
宅
再
建
支
援
、
生
活
支
援

　

②
社
会
生
活
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
の
復
旧

　

③
心
と
体
の
健
康
づ
く
り　

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

【
目
標
２
】
ま
ち
の
活
力
を
再
生
す
る

　

 

①
農
商
工
の
再
生
・
復
興
支
援

　

②
市
民
交
流
・
観
光
交
流
の
復
興
、
情
報
発
信

　

③
地
域
文
化
・
歴
史
資
源
の
復
興

【
目
標
３
】
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
つ
く
る

　

 

①
防
災
体
制
の
強
化
、
生
活
基
盤
の
強
化

　

②
放
射
性
物
質
対
策

被
災
住
宅
の
再
建
支
援

や
道
路
、
教
育
施
設
等
の

復
旧
等
に
迅
速
に
取
り
組

み
、
市
民
の
心
と
体
の
ケ

ア
、
地
域
防
災
の
核
と
な

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
支
援
等
に
よ
り
、
お
互

い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化

の
た
め
、
農
商
工
や
観

光
交
流
産
業
の
生
産
基

盤
の
復
旧
と
支
援
、
風

評
被
害
対
策
、
被
害
を

受
け
た
歴
史
資
源
や
地

域
文
化
資
源
の
復
旧
・

復
興
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
地
域
防
災
体
制
の
強

化
、
防
災
拠
点
の
整
備
・
確
保
、
情
報
手
段
の
強
化
・

再
構
築
、
放
射
性
物
質
対
策
な
ど
、
災
害
に
強
く
安

全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の

形
成
を
図
り

ま
す
。

主な事業 概　要

常陸太田市東日本大震災被
害対策支援制度　【新規】

被災住宅・物置等の修繕費を助成
・ 支援金 住宅 20万円、物置 10万円
・見舞金 住宅 3万円、物置 2万円

［実施中］＊各金額は上限額

民間賃貸住宅入居者家賃助
成　【新規】

住宅の被災により市内の民間賃貸
住宅に入居した世帯への助成（家
賃・敷金・仲介手数料）［実施中］

臨時ゴミステーション設置
【新規】

災害ゴミの無料受入を実施［実施中］

自主防災組織活動支援事業
【拡充・強化】

組織強化のための研修や訓練の実
施、行動マニュアル・防災マップ
の作成等、防災資機材整備費等の
助成［実施中］

日常の要援護者見守り活動
の強化【拡充・強化】

地域、保健、医療、福祉、消防等
が連携した情報の共有化。日常の
要援護者見守り活動の強化［実施中］

―  全 45事業  ―　

主な事業 概　要

農作物等の販売促進・Ｐ
Ｒの強化 （風評被害対策含
む）【拡充・強化】

広報紙・各種イベント・マスコミを
活用し、市内外に本市産農産物等
の安全性のＰＲや販売促進強化［実
施中］

経済復興プレミアム商品券
補助【新規】

商工会のプレミアム商品券発行へ
補助　・1万円の商品券に 1千円の
プレミア［実施中］

指定文化財復旧復興支援
【新規】

水戸徳川家墓所など国県市指定文
化財の復旧支援、文化財所有者が
実施する修理・修復経費の一部を
助成

農業者・中小企業者への資金
融資及び利子補給等【新規】

農業設備資金等の利子助成および
中小企業者等への運転資金融資、災
害復旧融資利子補給等の支援［実施中］

観光復興キャンペーン推進
事業（情報発信・ＰＲ）【拡
充・強化】

市ＨＰや新聞雑誌等での積極的Ｐ
Ｒや、風評被害の払拭や本市のイ
メージアップの推進［実施中］

―  全 38事業  ―　

主な事業 概　要

放射性物質除染対策【新規】
除染対策の基本方針、市除染計画
の策定および計画に基づく除染の
実施

学校等公共施設への放射線
測定器の配置【新規】

学校などの公共施設へ放射線測定
器を配置、定期的に放射線量測定
を実施

学校等公共施設の耐震化お
よび防災設備の整備充実
【拡充・強化】

学校等教育施設や庁舎、上下水道
等の管路などの耐震化［実施中］

市地域防災計画の見直し
【拡充・強化】

国指針・県計画の見直しに伴い、災
害時の迅速な対応が図れるよう見
直し

災害時情報伝達手段の確
保・整備【拡充・強化】

災害時等の災害対策本部と避難所
などの双方向性による情報伝達手
段の確保・整備

―  全 19事業  ―　
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✿✿

永
年
に
わ
た
り
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の
あ

る
方
、
社
会
の
各
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
行
い
の
あ
る

方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
秋
の
叙
勲
」、
警
察
官
や
自
衛
官

な
ど
、
危
険
性
の
高
い
職
務
で
社
会
に
貢
献
し
た
方
に

贈
ら
れ
る
「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」、
88
歳
以
上
の
方

を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者
叙
勲
」
に
つ
い
て
、
本
市
か

ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲

瑞
宝
単
光
章

佐藤 和夫 氏（天神林町）
元茨城県警部。永年にわたり
公共の秩序の維持に尽力され
た。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

鈴木  實 氏（大里町）
元常陸大宮市消防監。永年に
わたり消防活動に尽力された。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

秋
の
叙
勲
／
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

／
高
齢
者
叙
勲

✿
✿

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
表
彰

岩間  喜代壽 さん  
（棚谷町）

県
防
犯
協
会
表
彰

河内地区安全安心まちつくりの会

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
表
彰
（
警
察
庁
・
㈶
全
国
防
犯

協
会
連
合
会
主
催
）
に
お
い
て
、
岩
間
喜
代
壽
さ
ん
（
棚

谷
町
）
に
防
犯
栄
誉
銀
章
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
防
犯
協
会
表
彰
（
茨
城
県
警
察
本
部
・
㈶
茨
城

県
防
犯
協
会
主
催
）
の
地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

部
に
お
い
て
、
河
内
地
区
安
全
安
心
ま
ち
つ
く
り
の
会
が

受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
安
全
功
労
者
に
は
、
水
府
地
区
防
犯
協
会

水
府
分
会
の
石
川
敏
雄
さ
ん
（
町
田
町
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　谷 憲男 氏（島町）
元日本郵政公社職員。永年に
わたり郵政事業に尽力された。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

　見 　　 氏（里川町）
元里美村消防団長。永年にわ
たり消防団活動に従事された。

秋
の
叙
勲

鈴木  　 氏（箕町）
元茨城県警部補。永年にわた
り公共の秩序の維持に尽力さ
れた。

瑞
宝
単
光
章危険

業
務
従
事
者
叙
勲

✿おめでとうございます
瑞
宝
双
光
章

富永 芳夫 氏（天下野町）
元染和田小学校長。永年にわ
たり教育の発展に尽力された。

高
齢
者
叙
勲

塩原 一郎 氏（西三町）
元県歯科医師会珂北支部長。
永年にわたり保健衛生の推進
に尽力された。

旭
日
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

鈴木　昇 氏（藤田町）
元大蔵事務官。永年にわたり
税務行政に尽力された。

高
齢
者
叙
勲
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✿

✿

✿

県
発
明
工
夫
展

　
（
茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
）

會
澤  

友
規 

く
ん  

（
太
田
小
２
年
）

　
（
茨
城
県
議
会
議
長
賞
）

村
山  

海
斗 

く
ん  

（
久
米
小
２
年
）

（
茨
城
県
商
工
会
連
合
会
会
長
賞
）

田
中　

清 

さ
ん  

（
木
崎
一
町
）

全
国
商
業
高
等
学
校
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

海老根  彩 さん  
（太田二高３年）

海
老
根
さ
ん
は
「W

hat the 
disaster taught m

e

（
大
震
災
か
ら

学
ん
だ
こ
と
）」
を
テ
ー
マ
に
、
避
難

所
で
の
人
の
支
え
合
い
の
大
切
さ
や
、

市
役
所
や
消
防
の
職
員
、
原
子
力
発
電

所
で
働
く
方
の
こ
と
、
世
界
中
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
多
く
の
善
意
で
い
か
に
日
本

が
愛
さ
れ
て
い
る
か
、
を
知
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

「
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
足
が
震
え
ま

し
た
が
、
お
守
り
の
ハ
ン
カ
チ
を
持
っ

て
自
分
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
国
で
も
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

て
き
ま
す
！
」
と
、
力
強
く
話
し
て
く

れ
た
海
老
根
さ
ん
は
、
来
年
１
月
８
日

日
に
東
京
都
信
濃
町
の
全
商
会
館
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

県
民
の
発
明
工
夫
の 

精
神
を
か
ん

養
す
る
と
と
も
に
、
発
明
の
奨
励
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
55
回

茨
城
県
発
明
工
夫
展
（
県
発
明
協
会

主
催
）」
に
お
い
て
、
本
市
か
ら
は
、

田
中
清
さ
ん
（
木
崎
一
町
）、
村
山
海

斗
く
ん
（
久
米
小
２
年
）、
會
澤
友
規

く
ん
（
太
田
小
２
年
）
が
、
特
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
の
部　

特
賞

学
生
・
一
般
の
部　

特
賞

茨
城
県
表
彰

各
分
野
に
お
い
て
県
勢
の

発
展
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ

た
方
々
を
た
た
え
る
「
茨
城

県
表
彰
」
が
発
表
さ
れ
、
本

市
か
ら
は
大
山
修
身
さ
ん

（
大
山
胃
腸
科
外
科
病
院
長
）

と
、
茨
城
み
ず
ほ
農
業
協
同

組
合
種
子
（
常
陸
秋
そ
ば
）

生
産
部
会
が
、
功
績
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
山
さ
ん
は
、
多
年
に
わ

た
り
地
域
医
療
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
警
察
医
や
市
嘱

託
医
を
務
め
、
地
域
の
医
療
・

福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
み
ず
ほ
農
業
協
同
組

合
種
子
（
常
陸
秋
そ
ば
）
生

産
部
会
は
、
多
年
に
わ
た

り
常
陸
秋
そ
ば
の
種
子
の
安

定
的
な
生
産
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
品
種
の
維
持
に
取
り
組
み
、

地
域
産
業
の
振
興
と
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
陸
太
田
大
使
で

あ
る
荒
蒔
康
一
郎
さ
ん
（
東

京
都
在
住
。
常
陸
太
田
市
出

身
）
も
、
企
業
の
ト
ッ
プ
と

し
て
産
業
の
発
展
に
尽
力
し
、

第
28
回
全
国
商
業
高
等
学
校
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
茨
城
県
予
選

会
が
10
月
10
日
に
茨
城
県
青
少
年
会

館
で
行
わ
れ
、
ス
ピ
ー
チ
部
門
で
海

老
根
彩
さ
ん
（
太
田
二
高
３
年
）
が

最
優
秀
賞
（
１
位
）
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
賞
に
川
又
千
明
さ
ん
（
北
中
２
年
）
の
「
お
そ
う
じ

ポ
ン
プ
」、
優
良
賞
に
佐
藤
ケ
イ
シ
ー
恵
梨
花
さ
ん
（
世
矢
中
１
年
）

の
「
ま
た
板
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

茨
城
み
ず
ほ
農
業
協
同
組

合
種
子（
常
陸
秋
そ
ば
）生

産
部
会

大
山
胃
腸
科
外
科
病
院
長

大
山  

修
身 

さ
ん  

い
ば
ら
き
大
使
と
し
て
県
勢

の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
で

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱  

相
談
役

い
ば
ら
き
大
使

常
陸
太
田
大
使

荒
蒔 

康
一
郎 

さ
ん  

✿

関栄一会長

かとりせんこう七
ころび八おき

ゴム定規

夢指圧  自由関節
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✿

✿ ✿

✿

県
山
火
事
予
防

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

篠原  七海 さん
  （佐竹小2年）

館  可奈子 さん
  （瑞竜中3年）

火
災
の
発
生
件
数
を
減

ら
す
た
め
、
山
火
事
の
予
防

の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え

る
「
茨
城
県
山
火
事
予
防
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お

い
て
、
中
村
駿
友
さ
ん
（
太

田
中
１
年
）
が
入
選
・
茨
城

県
農
林
水
産
部
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
ほ
う
賞

県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

橋
本  

昌
美 

さ
ん  

（
亀
作
町
）

地
域
で
の
交
通
安
全
に
貢
献
し
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
「
平
成
23
年
度

茨
城
県
交
通
安
全
功
労
者
（
県
交
通
対
策
協

議
会
主
催
）」
に
お
い
て
、
本
市
か
ら
は
橋

本
昌
美
さ
ん
（
亀
作
町
）
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育

成
・
非
行
防
止
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
方

を
表
彰
す
る
「
青
少
年
相
談
員
ほ
う
賞
（
県
・

県
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）」
に

お
い
て
、
本
市
か
ら
茅
根
克
輔
さ
ん
（
芦
間

町
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

茅
根
さ
ん
は
、
20
年
に
わ
た
り
青
少
年
相

談
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
生
・
非
行
防

止
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。茅

根  

克
輔 

さ
ん  

（
芦
間
町
）

平
成
23
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
茨
城
県
審
査（
第
２
次
審
査
）

が
行
わ
れ
、本
市
か
ら
は
篠
原
七
海
さ
ん（
佐

竹
小
２
年
）、
館
可
奈
子
さ
ん
（
瑞
竜
中
３

年
）、
木
村
朱
里
さ
ん
（
太
田
小
５
年
）、
檜

山
遥
さ
ん
（
瑞
竜
中
１
年
）
の
作
品
が
入
選
。

さ
ら
に
篠
原
さ
ん
と
館
さ
ん
の
作
品
は
、

全
国
９
０
９
点
の
作
品
を
審
査
す
る
中
央

審
査
（
第
３
次
審
査
）
に
お
い
て
、
60
人

が
選
ば
れ
る
「
㈶
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

会
長
・
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
会
長
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
常
陸
太
田
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
第
１
次
審
査
）

の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

▽
市
長
賞　

館
可
奈
子
（
瑞
竜
中
３
年
）

▽ 

市
議
会
議
長
賞　

木
村
朱
里
（
太
田
小

５
年
）

▽ 

市
教
育
長
賞　

加
藤
美
夕
（
瑞
竜
中
２

年
）
／
檜
山
遥
（
瑞
竜
中
１
年
）
／
篠

原
七
海
（
佐
竹
小
２
年
）

▽ 

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞　

佐
藤

亜
沙
美
（
瑞
竜
中
３
年
）
／
加
藤
あ
り

さ
（
瑞
竜
中
３
年
）
／
川
野
邊
瑤
子
（
瑞

竜
中
３
年
）
／
宮
本
歩
実
（
瑞
竜
中
２

年
）
／
越
前
谷
日
菜
子
（
瑞
竜
中
２
年
）

／
益
子
奈
々
（
瑞
竜
中
２
年
）
／
五
十

嵐
捷
人
（
世
矢
中
３
年
）
／
阿
部
真
生

子
（
峰
山
中
２
年
）
／
根
本
小
百
合
（
水

府
中
２
年
）
／
邊
見
紗
枝
（
機
初
小
６

年
）

㈶明るい選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞

✿おめでとうございます

中
村  

駿
友 

さ
ん  

（
太
田
中
１
年
）

✿✿
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今
月
は
内
田
町

内田町は、東に阿武隈山系、西には里川
に囲まれ、稲作はコシヒカリ、果樹は梨が
有名です。
また、西小沢小学校の北側には、西金砂

神社大祭礼のお休み場があり、江戸時代に
内田町を支配していた大地主（篠崎家）の
所有地権現山に祀っていた場所を、神社に
提供されたとされています。現在は、その
地は市で管理されています。

コシヒカリや梨、そして大祭礼のお休み場

 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

72年に一度の祭礼費用は、杉の木を売ったお金で当時の 200人ぐらい
の行列をもてなしたとされています。

紹介者紹介者　
内田町
大内 道弘 さん

来月は内田町の

「た」つながりで、

棚谷町さんにお

願いします。

うちだ

たなや

11月 5日、赤土町の「常陸秋そばの郷まもり
たい（海老根信夫代表）」が、クリムソンクロー
バーの種まきを行いました。
今年は、まもりたいのメンバーの他、農作業

応援志隊 5人と茨城キリスト教大学生 3人が参
加。そばを収穫した後の畑 100aに種をまいてい
きました。そば栽培の緑肥としてのクリムソン
クローバーは、5月には赤い花が一面に咲き誇り、
訪れる方の目を楽しませてくれます。
なお、2月には今年採れたそばで収穫祭を開

催する予定です。

11月 13日、「東染町お宝さがし実行委員会」
が主催して町内で見つけたお宝（地域資源）に、
案内板 13基とベンチ 10基を設置しました。
その後、参加者は東染林業センターで温かい

豚汁の昼食をとり、午後には見つけたお宝の報
告会を開催し、今まで取り組んできた「お宝さ
がし」と「将来構想」について地域住民に報告
しました。
「東染のお宝を未来につなごう！」をテーマに、

5つの班によるお宝を活用した様々なアイデア
が発表され、今後の東染町の活性化に向けての
取り組みが期待されます。

2

3

1

12青空の下、クリムソンクローバーの
種を蒔く参加者

3地域の方に動かし方を教わりながら耕
運機で土をかぶせる茨キリ大生
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各
地
区
で
防
災
訓
練
を
実
施

東
染
町
自
主
防
災
会
が

自
家
水
台
帳
を
整
備

東
染
町
自
主
防
災
会
（
栗
原
茂
会

長
）
で
は
、
平
成
22
年
度
中
に
「
防
災

マ
ッ
プ
」「
警
戒
住
宅
等
カ
ー
ド
」「
要

援
護
者
情
報
カ
ー
ド
」「
資
格
・
技
能

等
人
材
カ
ー
ド
」「
班
別
避
難
経
路
図
」

を
配
備
し
、
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
の
際
に
は
、
迅
速
・
的
確
な
避
難
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
震
災
に
よ
り
調
査
が
延
期
と

な
っ
て
い
た
「
災
害
時
協
力
自
家
水
台

帳
」
を
整
備
し
、
こ
れ
に
よ
り
災
害
時

に
20
カ
所
の
自
家
水
か
ら
飲
料
水
や
避

難
生
活
用
水
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

栗
原
会
長
は
「
３
月
の
震
災
で
は

水
の
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
自
家
水
台
帳
を
整

備
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
災
害
時

に
も
十
分
対
応
で
き
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

各
町
内
の
自
主
防
災
会
に
よ
る

合
同
訓
練
が
、
10
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
、
佐
竹
・
佐
都
・
誉
田
の

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
竹
小
に
は
５
自
主
防
災
会
、

佐
都
小
に
は
５
自
主
防
災
会
、
誉

田
小
に
は
12
自
主
防
災
会
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
百
数
十
人
が
集
ま
り
、
茨

城
県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
２
の
地
震
が
発
生

し
た
と
の
想
定
で
様
々
な
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
情
報
の
送
受
信
を
行
う

「
情
報
連
絡
訓
練
」、
自
宅
〜
待
避

所
〜
避
難
所
へ
の
「
避
難
誘
導
訓

練
」。
消
火
・
救
護
・
給
食
給
水

な
ど
の
「
応
急
活
動
訓
練
」
に
熱

心
に
取
り
組
ん
だ
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
ま

し
た
。

心肺蘇生訓練

【佐竹地区】

消火訓練

【誉田地区】

防災グッズの説明 けが人搬送訓練

自主防災
会が勢揃
い

【佐都地区】

バケツリ
レー訓練

ＩＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

朱
舜
水
の
子
孫
が
１
０
５
年
ぶ
り
に
瑞
龍
山
を
訪
問

11
月
３
日
、
徳
川
光
圀
公
が
学

問
の
師
と
し
て
仰
い
だ
明み
ん

時
代
の

儒
学
者
で
あ
る
朱し
ゅ
し
ゅ
ん
す
い

舜
水
の
子
孫
が
、

１
０
５
年
ぶ
り
に
瑞
龍
町
の
水
戸
徳

川
家
墓
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

中
国
か
ら
訪
れ
た
の
は
朱
家
の
4

人
と
、
中
国
浙
江
省
余よ
よ
う姚

市
の
関
係

者
5
人
。
一
行
は
水
戸
徳
川
家
15
代

当
主
の
徳
川
斉
正
さ
ん
・
真
木
さ
ん

夫
妻
、
大
久
保
市
長
ら
と
共
に
朱
舜

水
の
墓
を
参
拝
し
、
朱
舜
水
の
故
郷

の
土
や
姚
江
の
水
を
墓
の
周
辺
に
ま

く
な
ど
し
ま
し
た
。

本
市
と
余
姚
市
は
友
好
都
市
関
係
に

あ
る
た
め
、
朱
家
の
朱
育
成
さ
ん
は
、

「
交
流
が
一
層
深
ま
る
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。
友
好
が
続
く
よ
う
に
子
孫
と

し
て
努
力
し
て
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。こ

の
後
、
朱
家
と
関
係
者
の
一
行
は
、

西
山
荘
や
水
戸
市
の
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
見
学
。
今
回
の
本
市
へ
の
訪
問
に

よ
り
、
余
姚
市
と
の
友
好
関
係
が
よ
り

強
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

現在利用されている井戸水などの
自家水を調査する自主防災会の皆
さん
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里←→まち交流掲示板里←→まち交流掲示板
里まち交流券

常陸太田  →  牛久

１１月３日

11
月
３
日
、
姉
妹
都
市
の
牛
久
市

で
農
業
・
工
業
・
商
業
・
消
費
者
が

一
体
と
な
っ
て
行
う
産
業
祭
「
第
21

回
う
し
く
ｗ
ａ
ｉ
ワ
イ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
も
け
ん
ち
ん

そ
ば
を
は
じ
め
、
自
然
薯
や
柿
、
漬

物
等
を
直
売
し
、
本
市
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

け
ん
ち
ん
そ
ば
は
本
市
産
の
常
陸

秋
そ
ば
を
使
用
。
千
人
な
べ
で
作
っ

た
本
格
け
ん
ち
ん
を
か
け
て
提
供
す

る
と
、
用
意
し
た
３
０
０
食
は
瞬ま
た
た

く

間
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。
ま
た
自
然

薯
や
柿
、
ゆ
ず
な
ど
、
本
市
の
秋
の

味
覚
も
好
評
で
、
ブ
ー
ス
の
前
に
は

人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

牛
久
で
本
市
の
秋
の

味
覚
を
Ｐ
Ｒ

鯨
ケ
丘
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た

常
陸
太
田
秋
ま
つ
り
２
０
１
１
で
、

秋
田
市
、
牛
久
市
、
仙
北
市
は
11

月
19
・
20
日
の
２
日
間
、
中
野
区

は
19
日
、
地
元
の
特
産
品
を
販
売

し
ま
し
た
。

秋
田
市
は
き
り
た
ん
ぽ
や
稲
庭

う
ど
ん
、
仙
北
市
は
か
り
ん
と
う
、

牛
久
市
は
ワ
イ
ン
、
中
野
区
は
地

元
で
人
気
の
お
菓
子
な
ど
を
販
売
。

各
地
か
ら
直
接
運
ば
れ
て
き
た
特

産
品
は
普
段
は
な
か
な
か
手
に
す

る
機
会
が
な
い
も
の
も
あ
り
、
お

客
さ
ん
は
興
味
深
そ
う
に
手
に

と
っ
て
い
ま
し
た
。

中
野
区
か
ら
は
、
20
日
、
今
年

で
４
回
目
の
参
加
と
な
る
真ま

は

い
南
風

エ
イ
サ
ー
の
一
団
40
人
が
威
勢
の

良
い
踊
り
で
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
19
日
に
は
区
民
26
人
が

人気のあった「うしくｗａｉワイまつり」で
の本市コーナー

里まち交流券

秋田・牛久・仙北・
中野 → 常陸太田

１１月１９日・
２０日

本
市
を
訪
れ
、
竜
神
大
吊
橋
な

ど
の
観
光
と
味
噌
仕
込
み
を
体

験
す
る
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
牛
久
市
で
は
大
型
バ

ス
３
台
、
約
１
０
０
人
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
ま
つ
り
会
場
に
訪

れ
、
本
市
の
秋
の
味
覚
で
あ
る

コ
シ
ヒ
カ
リ
や
新
鮮
野
菜
を

使
っ
た
オ
ニ
ギ
リ
と
け
ん
ち
ん

汁
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

皆
さ
ん
は
西
山
荘
や
西
山
の
里

桃
源
、
こ
め
工
房
な
ど
を
巡
り

ま
し
た
。

姉
妹
都
市
等
の
皆
さ
ん
が
常
陸
太
田
秋
ま
つ
り
に
参
加

常陸太田秋まつりを盛り上げ
た中野区の真南風エイサー

珍しい物が並ぶ仙北市の物販ブース大勢の人でにぎわう秋田市の物販ブース西山の里桃源を訪れた牛久市民の皆さん

味噌仕込み体験を行う中野区
の皆さん
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広報協力員の

突撃！取材現場レポート

レ突 ポ！

平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に
住民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域
協力活動をしていきます。　　RelierのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/

11月 5・6日、ルリエの出身大学である清泉女子大学の学園祭で、常陸
太田市の PRと産品を販売するため、2日間限定の『常陸太田ミニ直売所』
をオープンしました (` ･ω･́ )　常陸秋そばをはじめ、漬物、お土産品やリンゴ、
竹炭さらには職人技の光る手作り小物まで、都会の人たちには珍しい物のよ

うです♪ 1日目で売り切れてしまう商品もあり、大繁盛でした (*^_^*)
お客さんからは ｢品質も良いし、安い！ ｣という声が聞かれました。常陸

太田市のことを知らないお客さんも興味を示しており、本市の紹介やルリエ

が実際に住んでみて見つけた魅力もアピールできました★

今回の販売で本市の産品は都市部の人の胃袋もガッチリつかんだようで

す！！　今後、都市部で新たな販路を見つけ、産品を通じて常陸太田を知り、

来てもらえるような取り組みを考えていきたいと思っています (*^^)v。

地域おこし協力隊の活動報告つながりぼんつながりぼんつながりぼんつながりぼんつながりぼんつながりぼん

山田地区 三世代交流

【レポーター】
山田地区広報協力員
　　　　　山本 泰子 さん

山本 協 力 員
青少年健全育成市民の会山田支部長

天下井庸擴 さ ん

今
回
は
、
山
田
小
で
開
催
さ
れ

た
「
三
世
代
交
流
会
」
を
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

交
流
会
は
、
青
少
年
健
全
育
成

市
民
の
会
山
田
支
部
と
山
田
小
の

共
催
で
行
わ
れ
、
今
年
で
３
回
目

を
迎
え
ま
す
。

昔
遊
び
を
通
じ
て
三
世
代
の
交

流
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
、
昔
遊
び
を
教
え
る

の
は
青
少
年
健
全
育
成
市
民
の
会

の
会
員
や
地
域
の
皆
さ
ん
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
竹
と
ん
ぼ
、

紙
飛
行
機
、
羽
根
つ
き
、
し
の
鉄

砲
を
、
体
育
館
で
は
コ
マ
ま
わ
し
、

お
手
玉
、
あ
や
と
り
、
輪
投
げ
を

行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
、
そ
の
保
護
者
、

祖
父
母
ま
で
参
加
し
て
、
今
年
は

２
０
０
人
も
の
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
お
願
い
し

ま
す
！
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
」
と
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
。
教
え
る
方
も
、
昔
の
遊

び
を
思
い
出
し
な
が
ら
子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
会
山
田
支
部
長
の
天

下
井
さ
ん
は
「
地
域
の
方
と
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
は
少
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
っ
た
機

会
が
大
切
。
地
域
に
住
ん
で
い

る
人
の
顔
を
知
っ
て
い
く
こ
と

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

お
昼
は
体
育
館
に
集
ま
り
、

み
ん
な
で
楽
し
く
昼
食
。
伝
統

的
な
遊
び
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
明
る
く
成
長
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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ひたちおおたの

巨木を語ろう全国
フォーラム

10月 29・30日に本市で開催された「第 24回 巨木を語ろう全国フォー
ラム茨城・常陸太田大会」。パルティホールでは第 18回全国巨樹・巨木
林の会総会や、巨木に関するパネルディスカッション、瑞竜小児童による
ミュージカルなどが開催されたが、もう一つの見所が巨樹めぐりツアー
じゃ。市内 4つのコースに分かれた参加者は、本市の雄大な自然を楽しみ、

コース①　 佐竹氏ゆかりのまちなみ
（鯨ケ丘地区）

コース③　里山の風景と巨樹・巨木 コース④　竜神大吊橋と初秋の奥久慈

コース②　 常陸秋そばの故郷と佐竹
氏ゆかりの寺社

地域の方々による心温まるもてなしを受けたぞ。市民の皆さんのもてなしの心は、本当にあったかいのう。
本市にはたくさんの巨木がある。ぜひ皆さんにも巨木を訪ねて市内を巡ってみてほしいものじゃ。
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11
月

12
・

13
日
に
開
催
し
、
約

４
万
２
５
０
０
人
で
賑
わ
っ
た
常
陸
秋
そ

ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
会
場
と
な
っ
た
宮

の
郷
工
業
団
地
に
は
、
各
地
の
そ
ば
店
が

集
合
。
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
そ
ば

好
き
が
新
そ
ば
を
堪
能
し
た
。

10
月
29
日
〜
11
月
26
日
に
行
わ
れ
た
里

美
か
か
し
祭
に
は
、
今
年
も
里
美
ふ
れ
あ

い
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か

し
が
大
集
合
し
た
。
ま
た
、
秋
の
味
覚
祭

（
11
月
５
・
６
日
）
で
は
千
人
鍋
や
特
産
物

即
売
会
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
た
。

竜
神
峡
紅
葉
ま
つ
り

里
美
か
か
し
祭
・
秋
の
味
覚
祭

常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
19
・
20
日
に
開
催
し
、
約
９
千
人
で

賑
わ
っ
た
常
陸
太
田
秋
ま
つ
り
。
初
日
は

朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
が
、

２
日
目
に
は
天
気
も
回
復
。
数
多
く
の
店

が
出
店
し
、
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
お
に

ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
た
。

10
月
29
日
〜
11
月
27
日
に
開
催
し
、
約

６
万
人
の
渡
橋
者
で
賑
わ
っ
た
竜
神
峡
紅

葉
ま
つ
り
。
会
場
と
な
っ
た
竜
神
大
吊
橋

お
よ
び
そ
の
周
辺
は
、
連
日
県
内
外
か
ら

大
勢
の
観
客
で
賑
わ
っ
た
。
新
そ
ば
フ
ェ

ア
や
物
産
市
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

秋
の
ま
つ
り
が
賑
や
か
に
開
催

12全 69体のかかしが展示さ
れた。グランプリに輝いたのは
阡縁会の「ふるい辰ニッポン」
3411/12・13には里美カント
リーミュージックフェスティバ
ル、里美新そば祭も開催された

常
陸
太
田
秋
ま
つ
り

2

3

1

4

2

3

1

4

123どのそば店も
満席。常陸秋そばの味
を求めてお昼時には長
蛇の列ができた
4ステージイベント
もそば祭を盛り上げた

12時折雨が降る中で
も多くの人が訪れた
3元気いっぱいのダン
スコンテスト
4おにぎりコンテスト
では、小口香織さん（塙
町）の「茨城味の実に
ぎり」がグランプリを
受賞

12大勢の観光客が竜神峡の
紅葉を楽しんだ
3オカリナ演奏の他、フォト
コンテスト入賞作品展、スタ
ンプラリー、太鼓の演奏会な
どが行われた
4まつりを盛り上げたパラグ
ライダーのデモフライト

2

3

1

4

2

3

1

4
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毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
親

子
自
然
探
索
サ
ー
ク
ル
の
講
師
は
、
小
・

中
学
校
、
高
校
の
先
生
と
退
職
者
の
方
々

で
す
。
一
年
間
の
企
画
を
、
子
ど
も
た
ち

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
地

図
を
作
っ
て
検
討
し
、
必
ず
下
見
を
し
て

資
料
を
作
っ
て
講
座
当
日
に
配
り
ま
す
。

講
座
を
開
く
と
き
に
は
、
小
学
校
低
学

年
に
も
分
か
る
よ
う
な
話
し
方
を
工
夫
し

て
い
ま
す
。

歩
い
て
い
る
途
中
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

列
に
入
っ
て
説
明
し
ま
す
。
先
頭
の
講
師

が
荷
札
に
植
物
名
を
書
い
て
置
い
て
行
き
、

子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を
観
察
し
、
最
後
尾

の
ス
タ
ッ
フ
が
回
収
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
講
座
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
何
と

言
っ
て
も
植
物
や
昆
虫
な
ど
の
自
然
に
直

接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
皆
真
剣
な
表
情
で
観
察
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
親
子
１
３
８
人
も
の
募
集
が

あ
り
、
私
自
身
も
一
緒
に
歩
い
て
楽
し
い

で
す
ね
。

自
然
に
触
れ
な
が
ら
親
子
で
楽
し
め
る

こ
の
講
座
を
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

市
民
が
講
師
の

生
涯
学
習
講
座

「親子自然探索サークル」 講師
   桐原　弘 さん
　　  　　　（馬場町）

＊ 親子自然探索サークルの募集は終
了しています。来年度の募集は平
成 24年 4月頃を予定しています。

問生涯学習センター（☎ 72-8888）

第 3回

親
子
自
然
探
索
サ
ー
ク
ル

 

天
下
野
一
区
健
康
体
操
の
み
な
さ
ん

代
表　

菊
池
一
夫
さ
ん
（
天
下
野
町
）

「
4
年
前
に
健
康
教
室
を
受
講
し
た
あ
と
、

健
康
に
つ
い
て
考
え
る
10
人
で
集
ま
っ
て
『
み

ん
な
で
毎
週
運
動
を
や
ら
な
い
か
』
と
い
う

話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
講
師

を
お
願
い
し
て
、
毎
週
1
回
木
曜
日
に
体
操

の
会
を
始
め
ま
し
た
。

指
導
員
の
方
の
指
導
も
良
く
、
通
っ
て
い

る
う
ち
に
メ
ン
バ
ー
か
ら
『
足
の
痛
み
が
無

く
な
っ
た
』『
お
腹
が
ひ
っ
こ
ん
だ
』
な
ど

健
康
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

健
康
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

Health and
 Sports 

今
月
の
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
は

今
月
の
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
は

1212
月月
2828
日
水
日
水
で
す
で
す

個
人
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
取
り
組
み
、
楽
し
ん
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

【
体
力
測
定
の
お
知
ら
せ
】

水

水

水

私
の
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
よ
る
健
康
法
紹
介

の
う
れ
し
い
話
が
聞
か
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
そ

し
て
『
体
調
が
良
く
な
っ
た
』
と
い
う
口
コ
ミ

で
来
た
方
が
加
わ
り
今
で
は
18
人
に
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も『
自
分
の
体
は
自
分
で
守
ろ
う
』

を
合
言
葉
に
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

地
域
の
方
が
教
室
を
き
っ
か
け
に
健
康
に
つ

い
て
考
え
、
そ
し
て
実
践
し
、
そ
の
結
果
を
自

分
た
ち
だ
け
で
な
く
周
り
に
ま
で
普
及
さ
せ
て

い
る
。
そ
ん
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
山
吹
運
動

公
園
市
民
体
育
館
内
☎
73
‐
０
０
９
０
／

FAX 

73
‐

１
２
３
０ 

月
曜
・
祝
日
は
休
）

 「
自
分
の
体
は
自
分
で
守
ろ
う
」
が
み
ん
な
の
合
言
葉
。

【運動・スポーツワンポイント】
簡単に実施でき、人気の高いウォー

キングですが、正しいフォームで行

うと疲れにくく、効果も上がります。

↓正しいフォームのポイント↓
○遠くを見て、あごを引く

○胸を張り、背筋を伸ばす

○かかとから着地する

○ひじを軽く曲げ、腕を振る

あなたのフォームはどうですか？　

早速今日の運動からチェックしてみ

てください。

（参考：B&G FLOOR MOVEMENT）

「親子自然探索サークル」とは？

毎月第 2土曜日に親子で自然の探
索活動を行います。植物や昆虫、そ

して歴史に詳しい先生が一緒に自然

の中を歩きながら丁寧に説明してく

れます。また、季節に合わせてホタ

ルの観察や、コウヤボウキを使った

ほうきづくり、そば打ち、野草のて

んぷらなども親子で体験しながら、

地域の素晴らしさを学びます。
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平
成
22
年
度
決
算
で
み
た
市
の
財
政
診
断 ―

本
市
は
全
て
の
会
計
に
赤
字
や
資

金
不
足
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん

1
実
質
赤
字
比
率

　

本
市
は
実
質
収
支
が
黒
字
の
た
め
、
実

質
赤
字
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
比
率
が
本
市
に
お
い
て
12
・
66
％

以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
な
る
財
政
健
全
化
計
画

を
、
20
％
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
と
な
る
財
政
再
生
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

2
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

本
市
は
、
全
て
の
会
計
に
お
い
て
赤
字

額
ま
た
は
資
金
不
足
額
が
な
い
た
め
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
比
率
が
本
市
に
お
い
て
17
・
66
％

以
上
と
な
っ
た
場
合
は
財
政
健
全
化
計
画

を
、
35
％
以
上
の
場
合
に
は
財
政
再
生
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

借
金
返
済
の
負
担
割
合
は
減
少

3
実
質
公
債
費
比
率

　

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
借
金
返
済
の
資
金

繰
り
が
厳
し
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。
平
成

22
年
度
は
、
借
金
の
借
入
抑
制
と
と
も
に

普
通
交
付
税
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
よ
り
１
・
8
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
県

H19 H20 H21 H22
常陸太田市 14.2 13.7 12.6 10.8
茨城県平均 13.2 12.8 12.0 11.1
全国平均 12.3 11.8 11.2 10.5

常陸太田市

茨城県平均

全国平均

1 

実
質
赤
字
比
率
（
一
般
会
計
の
赤

字
の
程
度
を
示
す
指
標
）

2 

連
結
実
質
赤
字
比
率
（
全
て
の

会
計
の
赤
字
額
の
程
度
を
示
す
指

標
）

 

3 

実
質
公
債
費
比
率
（
借
入
金
返
済

額
に
よ
る
財
政
負
担
の
程
度
を
示

す
指
標
）

4 

将
来
負
担
比
率
（
借
入
金
返
済
額

に
よ
る
将
来
の
財
政
負
担
の
程
度

を
示
す
指
標
）

市
町
村
の
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
は
、
次
の
４
つ
の
指
標
で
判
断

し
ま
す
。

公
営
企
業
等
に
も
資
金
不
足
は
あ

り
ま
せ
ん

5
資
金
不
足
比
率

　

本
市
は
全
て
の
会
計
で
資
金
不
足
が
な
い

た
め
、
資
金
不
足
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
比
率
が
20
％
以
上
の
場
合
に
は
経
営
安

定
化
計
画
の
策
定
が
必
要
で
す
。

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

経
営
状
況
は
、
次
の
指
標
で
判
断

し
ま
す
。

H19 H20 H21
常陸太田市 91.7 78.6 64.4
茨城県平均 105.2 95.7 86.6
全国平均 110.4 100.9 92.8

H22
40.5
73.7
79.7

常陸太田市

茨城県平均

全国平均

5 

資
金
不
足
比
率
（
公
営
企
業
等
の
料

金
収
入
の
規
模
に
対
す
る
資
金
不
足

の
程
度
を
示
す
指
標
）

問
財
政
課
（
内
線
３
１
８
・
３
１
９
）

 

借
金
返
済
に
よ
る
今
後
の
財
政
負

担
も
減
少

4
将
来
負
担
比
率

　

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
借
入
金
返
済
が

今
後
の
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
表
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
借

金
残
高
が
減
少
し
た
こ
と
や
、
職
員
数
の

減
少
に
よ
り
退
職
手
当
負
担
見
込
額
が
減

少
し
た
こ
と
、
基
金
残
高
が
増
額
と
な
っ

市
の
財
政
は
健
全
で
す
。

平
均
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
全
国
平
均
を

や
や
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
が
25
％
以
上
の
場
合
に
は
財

政
健
全
化
計
画
を
、
35
％
以
上
の
場
合
に

は
財
政
再
生
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。　

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
さ
ら
に

23
・
9
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
県
や
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
が
３
５
０
％
以
上
と
な
っ
た
場

合
に
は
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。　
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「
ゆ
と
り
度
」
は
若
干
回
復

　

財
政
の
弾
力
性
（
ゆ
と
り
）
を
示
す
指
標

が
「
経
常
収
支
比
率
」
で
す
。
税
収
な
ど
比

較
的
安
定
し
て
い
る
収
入
に
対
す
る
、
人
件

費
や
借
金
返
済
な
ど
毎
年
必
要
と
な
る
経
費

の
割
合
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
値
が
低
い
ほ
ど
、
独
自
の
施
策
に

充
て
る
財
源
が
大
き
く
、
財
政
構
造
が
弾

力
的
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、

前
年
度
よ
り
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し

た
が
、
県
や
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

財
政
力
は
全
国
平
均
を
下
回
る

　

自
治
体
の
財
政
力
を
表
す
指
標
と
し
て

は
、「
財
政
力
指
数
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
指
数
が
「
１
」
に
近
い
ほ
ど
自
力

が
あ
り
、
指
数
が
低
い
ほ
ど
国
へ
の
依
存

度
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
平
成
22
年
度
は

前
年
度
よ
り
０
・
02
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
０
・

H19 H20 H21 H22
常陸太田市 94.8 91.7 92.8 91.5
茨城県平均 90.9 90.8 90.0 87.0
全国平均 92.0 91.8 91.8 89.2

常陸太田市

茨城県平均

全国平均

H19 H20 H21 H22
常陸太田市 0.44 0.45 0.45 0.43
茨城県平均 0.77 0.79 0.79 0.75
全国平均 0.55 0.56 0.55 0.53

常陸太田市

茨城県平均

全国平均

借
金
残
高
は
約
15
億
円
の
減
少

　

市
の
借
金
と
も
い
え
る
市
債
。
平
成
22
年

度
は
、
引
き
続
き
返
済
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
新
た
な
借
り
入
れ
を
抑
制
し
、
残

高
は
約
15
億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
積
み
立

て
を
約
12
億
円
増
額

　

市
の
貯
金
は
基
金
と
し
て
運
用
・
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
財
源
補
て
ん
の
た
め
の

財
政
調
整
基
金
や
、
借
金
返
済
額
の
増
加

に
備
え
る
減
債
基
金
を
は
じ
め
、
特
定
の

借
金
は
減
少
、貯
金
は
増
加

事業名 H21年度末残高 H22年度末残高
一般会計 257億1,253万円 245億4,984万円
特別会計 125億9,463万円 124億3,350万円

下水道事業 81億6,048万円 79億1,891万円
農業集落排水事業 27億1,757万円 28億6,334万円
戸別合併処理浄化槽設置整備事業 3億9,289万円 4億1,625万円
簡易水道事業 13億2,369万円 12億3,500万円
公営企業会計 67億5,801万円 65億2,153万円

水道事業 64億9,506万円 63億86万円
工業用水道事業 2億6,295万円 2億2,067万円

合　　計 450億6,517万円 435億487万円

■市債の状況

H18 H19 H20 H21 H22

公営企業会計

一般会計
特別会計

■市債残高の推移

292.3 278.4 268.6 257.1 245.5

122.1

70.1 70.5 67.3 67.6 65.2
122.7 123.7 126.0 124.3

（億円）

基金名 H21年度末残高 H22年度末残高

財政調整基金 32億321万円 37億2,581万円

減債基金 23億2,555万円 26億283万円

その他の基金 63億8,499万円 67億7,354万円

合　　計 119億1,375万円 131億218万円

■基金の状況

50

100

150

H18 H19 H20 H21 H22

その他の基金
減債基金
財政調整基金

■基金残高の推移

24.4 24.3

18.2

44.6

19.4

49.0

29.6

20.3

57.0

32.0

23.3

63.8

37.3

26.0

67.7

43
ポ
イ
ン
ト
で
、
依
然
と
し
て
県
や
全
国
平

均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
市
税
徴
収

率
の
向
上
や
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
を
進
め

て
収
入
を
確
保
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
財
政

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

目
的
の
た
め
の
各
種
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
地
方
交
付
税
の
増
額

や
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
基
金
の
積
み

立
て
な
ど
に
よ
り
、
約
12
億
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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Administrative reform

行政改革の
実施状況

市では行政改革大綱に基づき、簡素で
合理的な行政運営と市民サービスの向
上のために、毎年度実施計画を定め、
行政改革に取り組んでいます。

行
革
成
果
の
主
な
内
容
と

平
成
23
年
度
以
降
の
計
画

◆
市
民
と
の
協
働

○ 

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

（
は
じ
め
の
一
歩
事

業
・
市
民
提
案
事
業

）
で
地
域
活
動
を

行
う
22
団
体
に
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
が
安
心
し
て
地
域

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
市

民
活
動
保
険
を
引
き
続
き
実
施

し
て
い
ま
す
。

○ 

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
貸
し
出
し
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
使
用
に
対
す
る

保
険
適
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

○ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
係
る

様
々
な
団
体
等
が
、情
報
の
共
有

化
や
連
携
が
図
れ
る
よ
う
、
新

た
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

○ 

総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
を
活
用
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

○ 

市
民
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る

た
め
、
市
民
バ
ス
の
更
な
る
再

編
・
整
備
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
と
の

連
携
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
高

校
生
の
通
学
支
援
等
の
た
め
、

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
の
一
部

助
成
、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
７
時
便
接

続
の
た
め
の
路
線
バ
ス
運
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○ 

県
か
ら
の
事
務
権
限
の
移
譲
に

平成 22年度は経費の節減・合理化
等を推進し、５億 6223万円の成果

よ
り
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

や
事
務
処
理
の
迅
速
化
を
図
り

ま
す
。
今
年
度
は
専
用
水
道
の

給
水
停
止
命
令
、
土
地
改
良
区

等
の
役
員
の
氏
名
等
の
届
出
の

受
理
・
公
告
、
特
定
工
場
の
新

設
届
出
等
の
受
理
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
の
設
立
の
届
出
受

理
等
に
関
す
る
事
務
が
移
譲
さ

れ
ま
し
た
。

◆ 

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
経
営

の
推
進

○ 

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
、
常
磐

大
学
、
筑
波
大
学
、
太
田
一
高
、

太
田
二
高
、
佐
竹
高
、
太
田
二

高
里
美
校
と
連
携
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

○ 

市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画

に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
（

CO2

）

の
排
出
を
抑
制
し
、
省
エ
ネ
の

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
本
庁
舎
・
常
陸
太
田
駅

舎
、
峰
山
中
校
舎
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
、
電
力
削
減

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○ 
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

た
施
設
に
お
い
て
、
適
正
な

管
理
運
営
を
行
う
こ
と
で

２
３
６
６
万
４
千
円
の
経
費
を

削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
新
た
な

施
設
へ
の
制
度
導
入
を
進
め
ま

す
。

○ 

上
下
水
道
部
を
設
置
し
、
常
陸

太
田
地
区
と
金
砂
郷
地
区
の
事

業
統
合
（
新
料
金
）
調
整
、
上

水
道
・
下
水
道
の
料
金
窓
口
を

一
本
化
し
ま
し
た
。

◆
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

○ 

電
算
委
託
業
務
や
事
務
機
器
の

再
リ
ー
ス
な
ど
業
務
の
見
直
し

を
行
い
、
７
９
６
３
万
９
千
円

を
縮
減
し
ま
し
た
。

○ 

市
公
共
事
業
コ
ス
ト
構
造
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
公
共

工
事
の
コ
ス
ト
を
５
３
５
７
万

２
千
円
縮
減
し
ま
し
た
。

○ 

未
利
用
市
有
地
17
件
、
２
０
４

３
・
64
㎡
の
売
払
い
等
を
行
い
、

４
８
７
３
万
６
千
円
の
財
源
を

確
保
し
ま
し
た
。

○ 

広
報
ひ
た
ち
お
お
た
へ
広
告
を

掲
載
し
、
１
１
８
万
４
千
円
の

収
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

○ 

負
担
の
公
平
性
の
確
保
等
の
た

め
、
市
税
等
の
徴
収
率
向
上
お

よ
び
市
営
住
宅
使
用
料
等
各
種

料
金
の
収
納
率
向
上
を
図
り
ま

す
。

◆ 

簡
素
で
効
率
的
な
執
行
体
制
の

確
保

○  

平
成
23
年
４
月
現
在
に
お
い
て
、

前
年
か
ら
17
人
を
減
員
。
今
後

も
引
き
続
き
、「
市
定
員
管
理

適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
職
員

数
の
抑
制
を
行
い
ま
す
。

○ 

特
別
職
給
与
や
管
理
職
手
当

の
一
律
削
減
な
ど
、
職
員

の
給
与
の
適
正
化
を
図
り
、

１
億
４
８
９
６
万
５
千
円
の
人

件
費
を
削
減
し
ま
し
た
。

問総務課総務行政係（内線 325）
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市民提案型まちづくり事業
自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体等を応援する事業で、4年目を
迎えた今年度は 22団体を採択しました。各団体の活動状況を随時紹介していきます。問市民協働推進課（内線 217）

▼▼▼

▼ ▼ ▼

皆さんのアイデアをまちづくりに!!

地
域
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

一
緒
に
な
り
、
小
・
中
学
生

の
発
表
の
場
を
設
け
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
６
日
、
里

美
中
学
校
で
開
催

し
た
発
表
会
で
は
、

小
里
小
・
賀
美
小
・

里
美
中
の
児
童
生

徒
に
よ
る
合
唱
や

演
奏
の
ほ
か
、
地

元
の
合
唱
団
ｓ
ｅ

小･

中
学
生
と
地
域
が
ひ
と
つ
に

【
里
美
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
】　

ｅ
ｄ
ｓ
の
合
唱
、
里
美
太
鼓

の
披
露
も
あ
り
、
訪
れ
た
皆

さ
ん
を
魅
了
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は

常
陸
太
田
大
使
で

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
竜
馬
さ
ん
に

も
演
奏
し
て
い
た

だ
き
、
親
子
や
地

域
が
ひ
と
つ
と

な
っ
て
感
動
を
共

有
し
ま
し
た
。

代
表　

吉
沢
光
喜
さ
ん
（
小
菅
町
）

春
友
町
に
あ
る
大
沢
の
滝

周
辺
の
整
備
を
行
い
、
市
民

が
気
軽
に
楽
し
め
る
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ベ
ン
チ

や
看
板
、
階
段
な

ど
の
整
備
の
ほ
か
、

定
期
的
に
遊
歩

道
の
除
草
作
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
か

つ
て
使
用
し
て
い

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備

【
春
友
の
大
沢
の
滝
保
全
隊
】　　
　
　

た
散
策
路
の
復
元
整
備
に
加

え
、
耕
作
放
棄
地
の
環
境
保

全
も
行
っ
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
周

辺
の
環
境
保
全

を
進
め
る
と
と

も
に
、
美
し
い

自
然
の
Ｐ
Ｒ
も

行
い
、
地
域
住

民
の
交
流
の
場

と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
き
ま

す
。

代
表　

武
藤
征
也
さ
ん
（
春
友
町
）

子
育
て
中
の
母
親
同
士
が

お
互
い
の
悩
み
を
話
し
合
い
、

情
報
交
換
が
で
き
る
場
を
提

供
し
よ
う
と
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
習
会
、
お
し
ゃ

べ
り
サ
ロ
ン
、
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
、

育
児
講
座
、
図
書

の
貸
し
出
し
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
母
親
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

目
的
と
し
て
、
季

〝
マ
マ
友
〞の
ふ
れ
あ
い
を

【
子
育
て
調
査
隊  

ひ
こ
う
き
雲
】　　
　

節
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て

各
地
に
出
か
け
た
際
の
感
想

を
ま
と
め
て
、
子
連
れ
で
楽

し
め
る
情
報
の
発
信
も
行
っ

て
い
ま
す
。

11
月
17
日
に
は

水
府
方
面
へ
の
遠

足
を
実
施
し
、
17

組
の
親
子
が
竜
神

峡
や
竜
の
里
公
園

で
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

代
表　

秋
山
智
代
さ
ん
（
玉
造
町
）

常
陸
秋
そ
ば
の
原
産
地
で

あ
る
赤
土
で
、
そ
ば
と
里
山

の
原
風
景
を
守
ろ
う
と
、
年
々

増
加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地

を
そ
ば
畑
に
再
生
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
約

60
人
が
参
加
し
今

年
収
穫
を
行
っ

た
そ
ば
畑
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
、
ク
リ

ム
ソ
ン
ク
ロ
ー

バ
ー
の
種
を
蒔
き

耕
作
放
棄
地
に
常
陸
秋
そ
ば
を

【
常
陸
秋
そ
ば
の
郷
ま
も
り
た
い
】　

ま
し
た
。
ク
リ
ム
ソ
ン
ク
ロ
ー

バ
ー
は
、
畑
の
肥
料
に
な
り
、

春
に
は
真
っ
赤
な
花
を
咲
か

せ
地
域
の
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
秋
の
真
っ

白
な
ソ
バ
の
花
、

春
の
真
っ
赤
な

ク
リ
ム
ソ
ン
ク

ロ
ー
バ
ー
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
ご
覧

に
な
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

代
表　

海
老
根
信
夫
さ
ん
（
赤
土
町
）
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毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

   

こ
の
笑
顔  

家
族
に
も
ら
っ
た  

エ
ネ
ル
ギ
ー

　
﹇
中
学
生
の
部
﹈
南
中
２
年
（
受
賞
時
）　

石
田　

芽
生

平
成
22
年
度
常
陸
太
田
市
家
庭
の
日
推
進
募
集
標
語 

優
良
賞

IInfornformmationation

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

義
援
金
（
10
月
27
日
〜
11
月
28

日
受
入
分　

順
不
同
、
敬
称
略
）

〈
団
体
・
法
人
〉

２
０
１
１
さ
と
み
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会　

５
万
１
５
１
７

円
／
第
24
回
巨
木
を
語
ろ
う

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
茨
城
・
常

陸
太
田
大
会
実
行
委
員
会　

４
１
０
０
円
／
茨
城
県
市

長
会　

４
万
６
７
２
２
円
／

市
民
芸
能
祭
実
行
委
員
会　

４
万
９
１
７
３
円
／
第
25
回

都
々
逸
全
国
大
会
実
行
委
員
会

３
３
５
３
円
／
常
陸
太
田
市
軽

音
楽
協
会　

３
万
２
７
６
７

円
／
佐
竹
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
本
市
に
多
く
の
個
人
、
企
業
、
団
体
な
ど

か
ら
義
援
金
や
支
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

３
万
１
５
８
９
円
／
常
陸
太
田

市
温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者

（
株
）
ア
メ
ニ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ　

５
５
７
２
円
／
長
崎

県
大
村
市
議
会
厚
生
委
員
会　

７
千
円
／
あ
し
た
の
う
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

５
万
円

義
援
金
累
計　

３
千
７
６
１
万
３
８
７
６
円

【
相
談
事
例
】

73
歳
の
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
母
の
家
に
業
者
が
訪
ね
て
来
て
、

「
こ
れ
を
飲
め
ば
長
年
患
っ
て
い

る
高
血
圧
が
治
る
」
と
説
明
を
さ

れ
健
康
食
品
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

母
は
そ
れ
を
信
じ
て
30
万
円
分

購
入
し
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し

て
、
年
金
暮
ら
し
の
身
で
は
こ
の

よ
う
な
高
額
な
支
払
い
は
難
し
い

と
気
が
つ
き
解
約
し
た
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。

契
約
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

健
康
食
品
を
医
薬
品
の
よ
う
に

薬
効
を
う
た
っ
て
販
売
す
る
こ
と

は
薬
事
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
効
が
あ
る
と
か
、
絶
対
に
効

き
ま
す
と
言
わ
れ
契
約
を
結
ん
で

し
ま
っ
た
場
合
は
、
不
実
告
知
※

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

悪
質
な
「
健
康
食
品
の
訪
問
販
売
」
に
ご
用
心
！

で
取
り
消
し
が
で
き
ま
す
。

訪
問
時
の
説
明
に
販
売
目
的
を

告
げ
な
か
っ
た
り
、「
必
要
な
い

の
で
帰
っ
て
欲
し
い
」
と
言
っ
た

の
に
居
座
っ
て
帰
ら
な
か
っ
た
場

合
も
、
取
り
消
し
が
可
能
で
す
。

※ 

不
実
告
知
と
は
、
法
律
上
の
効
果
を
生

ず
る
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
真
実
で

な
い
こ
と
、
事
実
と
相
違
す
る
こ
と
を

認
識
し
な
が
ら
、相
手
方
に
告
げ
る
こ
と
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
☎
70
‐
１
３
２
２
）

買
っ
て
み
よ
う
か
し
ら

こ
れ
を
飲
め
ば

治
り
ま
す
よ
！
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「募金にご協力をお願いしま～す！」常陸秋そばフ

ェスティバル会場に響く北中生の元気な声。水色の

ジャージと、はじける笑顔が印象的。「頼もしい後

輩たちだな～」と心の中で先輩風を吹かせ募金。緑

のジャージに坊主頭がなつかしい…。（編集部員 Y）

里
美
イ
ル
ミ
ネ
ー

里
美
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
祭

シ
ョ
ン
祭

冬
空
を
彩
る―

12月17日土～31日土
午後 5時～ 9時問 

市
観
光
物
産
協
会
里
美
支
部

（
里
美
産
業
建
設
課
内  

☎
82
‐

２
７
７
０
）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

【
日
立
市
】

ヒ
タ
チ 

ス
タ
ー
ラ
イ
ト 

イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
１

高
さ
16
ｍ
の
モ
ミ
の
木
を
中
心

に
、
10
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
輝
き
ま
す
。

期
間
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

◇
点
灯
期
間　

12
月
25
日
日
ま
で

◇ 

点
灯
時
間　

午
後
５
時
〜
９
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
後
10
時
ま
で
）

◇ 

と
こ
ろ　

日
立
新
都
市
広
場
（
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
日
立
駅
前
）

問 

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎　

０
２
９
４

24

７
７
１
１
）

● 世矢歴史愛好会（齋藤典士代表）／社会福祉事業のた
めに 6千円
● 水嶋  保さん（水戸市）／市内の滝の写真パネル 64点
● 水戸ヤクルト販売株式会社／幼児用木製玩具 25個

善意ありがとう

「ふるさと常陸太田」へのご支援
ありがとうございます。

ふるさと納税により、寄附をいただいた方です。

寄附金は大切に使わせていただきます。

平成 23年分（平成 23年 10月受入）寄附金額 80,000円
氏名 住所 寄附金額 使途

匿名の方 常陸大宮市 50,000円指定なし
匿名の方 東京都八王子市 20,000円指定なし
匿名の方 水戸市 10,000円地域の元気づくり

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
27
回
常
陸
太
田
市
民
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
﹇
11
月
６
日
／
山
吹
運

動
公
園
市
民
体
育
館
﹈

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】　

▽
ラ
ン
ク
Ａ

①
根
本
・
勝
山（
太
田
ク
）　

②
森
・

友
部
（
太
田
ク
）　

③
藤
原
・
榎

本
（
佐
竹
南
台
）　

▽
ラ
ン
ク
Ｂ

①
岡
野
・
佐
藤　

②
飯
島
（
勝
）・

飯
島
（
久
）　

③
落
合
・
戸
村
（
や

み
ぞ
）　

③
平
野
・
根
崎
（
Ｍ
＆

Ｊ
）
▽
ラ
ン
ク
Ｃ　

①
菊
池
・
岡

崎
（
や
ま
ぶ
き
）　

②
椎
名
（
信
）・

椎
名
（
章
）（
太
田
ク
）　

③
綿
引
・

富
永
（
太
田
ク
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】　

▽
ラ
ン
ク
Ａ

　

①
田
村
・
小
川　

②
関
澤
・
大

森（
M
＆
Ｊ
）　

③
小
口
・
大
金（
や

み
ぞ
）　

▽
ラ
ン
ク
Ｂ　

①
治
田
・

石
川　

②
船
橋
・
三
上
（
オ
リ
ー

ブ
）

第
31
回
常
陸
太
田
市
民
卓
球
大

会
﹇
11
月
27
日
山
吹
運
動
公
園

市
民
体
育
館
﹈

【
小
学
生
男
子
】　

①
塩
原
範
大

（
瑞
ク
）　

②
小
島
唯
詩
（
瑞
ク
）

【
中
学
生
男
子
】　

①
安
田
学
（
瑞

竜
中
）　

②
石
川
裕
也
（
里
美
中
）

③
川
上
達
也
（
瑞
竜
中
）　

④
鈴

木
裕
大
（
里
美
中
）

【
中
学
生
女
子
】　

①
永
井
伶
美

（
峰
山
中
）　

②
安
保
里
紗
（
峰

山
中
）　

③
宇
野
祥
子
（
峰
山
中
）

④
稲
川
菜
月
（
峰
山
中
）

【
一
般
男
子
】 

①
椎
名
友
也
（
球

友
） 

②
川
崎
謙
一
（
チ
ー
ム
太
一
）

③
遠
藤
学
（
球
友
）　

④　

田
所

辰
夫
（
球
友
）

【
一
般
女
子
】　

①
井
野
上
未
貴

（
チ
ー
ム
太
一
）　

②
横
倉
千
尋

（
球
友
）　

③
滝
田
也
美
（
球
友
）

④
石
川
紀
子
（
球
友
）
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11月 3日の文化の日、幸久地区で歩く会と野外バー
ベキュー（上河合町会・上河合町連絡協議会主催）が

行われました。

幸久小学校校庭を出発した参加者約 100人は、粟原
町釣り場、梵天山を通り、山田川沿いを約 1時間半か
けて歩きました。

その後、山田川河川

敷でバーベキューを行

い、賞品付きのビン

ゴゲーム大会も行われ、

みんなで楽しく交流を

深めました。

第 3回常陸太田リトルリーグ会長杯争奪野球大会が、
抜けるような青空の下、11月 26・27日の両日、山吹
運動公園野球場などで開催されました。

同大会には、震災の被害の大きかった宮城･福島か

らの 4チームをはじめ、千葉・神奈川などから計 22チー
ムが参加。日頃の練習で鍛えた素晴らしいチームワー

クを発揮し、熱戦を繰り広げ

ました。なかでも、福島双葉

リトルの選手たちは、原発事

故の影響でいまだ避難生活を

送る中での参加でしたが、元

気あふれるプレーを見せてい

ました。

また、双葉リトルの

選手たちは試合後、総

合福祉会館内のやまぶ

きの湯で汗を流し、常

陸太田リトルの選手た

ちの家にホームステイ

するなど、野球を通し

て絆を深めました。

まちの話題 my town news 

11月 5・6日、亀作農村集落センターで亀作町文化
展が開催されました。町民文化の向上や連携などを目

的に 2年ごとに開催されている文化展は今年で 8回目。
地域の方々の写真や絵画、書道、陶芸などの一般展

示の他、三世代交流作品の竹馬や竹ぼっくり、子ども

たちの習字や図画など、地域住民の力作がずらりと並

び、訪れた方を楽しませました。

文化展実行委員長の鈴木聡司さんは「たくさんの

方の協力があって嬉しい。

亀作町には文化人が多い

なと感じますね。とても

素晴らしいと思いました。

２年後に開催するときは、

さらに多くの方に出品し

てほしいです」と話して

いました。

世矢小学校（萩庭宏信校長）で 11月 4日、地球温
暖化防止の特別授業が行われました。

生徒たちは異常気象や氷の融解による海水面の上昇

など温暖化の影響について、県地球温暖化防止活動推

進委員・おもしろ理科先生の鈴木正善さんから講義を

受け、鈴木さんは「CO ₂（二酸化炭素）は地球をお
おう毛布のようなもの、

CO ₂削減のために今か
らできることを始めま

しょう」と生徒たちに

呼びかけました。

10月 29・30日、下内田町ふれあい文化祭（冨岡勉
実行委員長）が下内田農村集落センターで開催されま

した。

青少年の健全育成と明るい町内をつくることを目的

とした祭には地域住民 80人が参加。書道や絵画など
の児童作品や一般作品の展示の他、茶道教室、バンド

演奏、豚汁コーナーなど多彩な催しにより、子どもか

ら大人まで多くの地域住民が触れ合い楽しみました。

特に今回初めての催

しであるハンドベル演

奏では、子どもも大人

もハンドベル演奏を体

験し、大いに盛り上が

りました。
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10月 15日・16日、西山研修所でリーダー研修・秋
のキャンプ（市子ども会育成連合会・青少年健全育成

常陸太田市民の会主催）が開催されました。

キャンプは、豊かな自然環境の中で野外活動に必要

な知識や技術を身につける経験を通して、人間的な成

長やジュニアリーダーとしての資質の向上を図ること

を目的として行われたもの。

小学 5・6年生 27人と高校生リーダー 10人は、講
師の指導のもとレクリエーションを通じて交流し、夜

には、高校生リーダーが自主企画したキャンドルセレ

モニーを行い、大変感動的に終了しました。

2日目は、西山研修所を全員で清掃の後、高校生と
小学生が協力しながら、ピザと焼きそばづくりに挑戦

しました。閉会式では、

小学生に修了証を授与

しました。

水府中（菊池芳治校長）で 11月 22日、生徒による
全校ボランティアが行われました。

この取り組みは、ボランティア活動を通して、他人

を思いやる心などを育み、地域に役立つ体験をしなが

ら自己実現を図って豊かな心情を培うことを目的とし

たもの。水府中の全校生徒が３つの班に分かれ、ボラ

ンティア活動に取り組みました。

河内の文化遺産を守る会（檜山貞人会長）が主催を

した行灯の赤レンガと銀杏まつりが、旧町屋変電所周

辺で 11月 12・13日の 2日間開催されました。
今年は「夢」「祈」という文字を行灯で描き訪れた人々

を楽しませました。また、今年は震災の影響から旧変

電所内でのコンサートは行わず、河内小学校・佐都小

学校児童の作品と根本愛子さんの手作りのひょうたん

ランプが展示されました。

特に今月号の表紙に

もなったひょうたんラ

ンプは約 150 個で種
から育てた力作ぞろ

い。多くのカメラマン

がその美しさに夢中で

シャッターを切ってい

ました。

11月 27日、常陸太田地方地域家庭博物館網（石井
毅会長）が、水戸徳川家墓所の「梅里先生の碑」につ

いての研修会を郷土資料館で行いました。

同団体は、6月に生涯学習センターで野鳥展を、10
月には文化財一般公開で会員所蔵の文化財を公開する

など、地域文化に関す

る活動をしています。

石井会長は「研修など

を行いながら、地域の

文化財を調査し、守っ

ていきたい」と話して

います。
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市内の農産物を題材とした給食をテー

マに募集した小学生絵画コンクール展

覧会が常陸太田 4Hクラブ（桧山誠光
会長）主催により 11月 2日～ 29日、
市役所本庁 1階ロビーで開催されまし
た。市内全小学校から小学生の描いた

絵画 629点が展示され、子どもなら
ではの色鮮やかな絵画がロビーを彩り、

見物人の目を楽しませました。

北中（鴨志田悟校長）では、生徒がデザインしたゆる

キャラ「わらみん」の缶バッジを作成し、11月に開催
された常陸秋そばフェスティバルや西金砂登山マラソン

で震災復興支援の募金活動を行いました。

缶バッジ作成は、同中が震災復興支援を目的に今年 4
月から開始した「北中絆プロジェクト」の一つ。人文

字「絆」の写真と千羽鶴を宮城県石巻市立大川小に送っ

たり、鯨ケ丘商店会の震災復興缶バッジ運動への協力や、

体育館などが被災した金砂郷小の児童へ合唱を披露する

など、生徒たちは様々な復興支援の取り組みを行ってき

ました。

「地域の方々に元気を出してもらおうと始めたこの取

り組みは、生徒たちと多くの人たちとの出会いの場にも

なっています」と話すのは鴨志田校長。集めた募金の一

部は震災義援金として市へ贈られる予定で、生徒たちは

今後も復興支援活動に元気に取り組んでいきます。

東京の早稲田塾に通う学生が 11月 20日、西河
内市民ふれあいセンターで農業体験を行いました。

約 70人の学生が地元サポート会の支援をうけ、
学生たちが自ら育てたそばを使い、そば打ちを行い

ました。その後、学生

たちはバスで常陸太田

秋まつり 2011の会場
に移り、まつりの散策

を楽しんだ後、清掃活

動を行いました。

11月 20日に生涯学習センターで、常陸
太田市太鼓連盟演奏会が行われました。

演奏会には市内の太鼓団体 10団体が参
加。会場内に響く各団体の力強い太鼓の

演奏が観客を魅了しました。

【参加団体】

常陸太田おはやし連／常陸太田県北

地ばやし保存会／内堀天神ばやし保

存会／天神林町天神ばやし保存会／

里美太鼓会／三才太鼓保存会／さた

け太鼓の会／松栄鳴物保存会／赤土

鳴り物保存会／響太鼓保存会

10月 12日～ 14日の３日間、市消防本部庁舎に
おいて患者等搬送乗務員基礎講習会が開催されまし

た。受講することで寝たきりの老人や、身体障害者

などの医療機関への搬送技術が習得できるという

こともあり、県内の民間患者搬送施設や介護施設

関係者など 17人が受講し、基礎医学、心肺蘇生法、
車椅子操作要領な

どの技術を習得後、

実技・学科考査に

合格した 17人全員
が市消防本部から

の認定を受けました。 真剣な表情で講習を受ける受講者

そば打ちに熱中する塾生たち






